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フィールド５ 教育文化 

～市民の力が育まれ、次世代へ継承される社会の実現～ 

◎地域づくりの推進 

(施)地域主導型公民館推進費（教育委員会事務局 社会教育課）（拡充） 

４７，６３１千円（30,546千円） 

１ 事業目的 

公民館の活動において、それぞれの地域特性に応じた「地域づくりの拠点」としての

公民館機能を高めるため地域主導型公民館へ移行し、より多くの住民が公民館活動に参

加し、住民全体で企画運営できる公民館づくりを推進する。 

   ２ 事業年度 

      平成２０年度～ 

   ３ 事業概要 

地域主導型公民館へ公募による非常勤職員を配置し、地域の実態に即した、より効果

効率性の高い管理運営形態への移行を目指すとともに、公民館活動事業として、これま

で実施してきた生涯学習事業やいきいきプラン推進事業等を統合し、地域主導による「新

しい公民館創造プロジェクト事業」として実施する。 

   ４ ２３年度の事業内容 

    (１)報酬等 ３５，０３１千円 

非常勤職員 １６名（報酬及び共済費） 

     (２)委託料 １２，６００千円 

       新しい公民館創造プロジェクト事業 

 

◎学校教育の充実 

(単)小・中学校施設環境整備事業（教育委員会事務局 学校教育課） 

９２，７６７千円（118,185千円） 

１ 事業目的 

小・中学校の施設・設備の適正な保守及び維持管理を図り、児童・生徒が安全で快適

な教育を受けることができる環境をつくる。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度 

   ３ ２３年度の事業内容 

    (１)工事費     ５４，８１３千円 

      ①特別教室扇風機設置工事 

      ②宮西小木造校舎撤去及び倉庫建築工事 

      ③多喜浜小放送設備更新工事 

      ④中萩小・東中体育館屋根塗装工事 

      ⑤泉川小・大生院中給水管等改修工事 

      ⑥垣生小バスケットボード改修工事 

      ⑦北中教室出入口建具改修工事 

      ⑧角野中教室ロッカー改修工事 
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(２)施設修繕料 ２６，８０６千円 

    老朽化による学校施設・設備等の修繕 

 (３)委託料等     ９，７４８千円 

   ①高木剪定、排水路浚渫等 

   ②若宮小焼却炉撤去委託料 

(４)備品購入費等 １，４００千円 

       垣生小電話機更新、真砂土購入 

 

(施)小学校夢広がる学校づくり推進事業費（教育委員会事務局 学校教育課） 

４，０００千円（4,000千円） 

１ 事業目的 

地域の実態に応じ、各学校が創意工夫し、地域に開かれた特色ある学校づくりを通し

て、自ら考え、判断し、表現できる力を育むとともに、豊かな心、健やかな体を培い、

たくましく生きる児童の育成を図る。 

  ２ 事業年度 

      平成１７年度～ 

  ３ ２３年度の事業内容  

（１）報償費    講師謝礼等             ７０７千円 

（２）備品購入費  教材備品購入            ４８４千円 

（３）事業費    活動用消耗品費、自動車借上料等 ２，８０９千円 

         

学 校 名 テーマ 

新居浜小学校 伝えよう、広げよう、元気な新小 

宮西小学校 人とのつながり 未来へはばたく みやにし 

金栄小学校 
金栄 いきいき つながり プロジェクト ～地域の方々との交

流活動を通じて～ 

高津小学校 ふるさと発見 

浮島小学校 大好き！ わたしたちのふるさと「浮島」 

惣開小学校 日本のよさを見直そう 

若宮小学校 広げよう、ともに生きる力 

垣生小学校 地球大好き！みんなで楽しくエコアクション！ 

神郷小学校 
スクールエコ運動を通して、２１世紀をたくましく生きていける子

どもを育てる 

多喜浜小学校 郷土の誇り 多喜浜塩田再発掘 

泉川小学校 地域とともに育つ泉川っ子 ～つなげよう 石山の教え～ 

船木小学校 児童の心が豊かに育つ環境づくり 

大生院小学校 
伝え合おう つながるために ～人・もの・自然とのかかわりを通

して～ 

角野小学校 チャレンジ・ザ・スポーツ 角野っ子スタジアム 
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(公)小・中学校耐震補強対策事業（教育委員会事務局 学校教育課） 

４５８，２７６千円（1,961,695千円） 

   １ 事業目的 

地震による校舎・体育館の倒壊等の被害から児童・生徒を守り、安全で快適な教育環

境の整備を図る。 

   ２ 事業年度 

      平成１８年度～平成２４年度 

   ３ 事業概要 

小・中学校校舎耐震補強工事を実施する。また、平成２４年に耐震補強工事を行う小・

中学校校舎の耐震補強設計及び耐震・大規模改修設計を行う。 

   ４ ２３年度の事業内容 

    (１)工事費 ４３３，８５７千円 

耐震補強及び外壁補修工事費等 

       小学校１校（多喜浜） 

中学校２校（北、角野） 

 (２)委託料 ２４，０１９千円 

耐震設計及び耐震・大規模改修設計 

    小学校３校（浮島、宮西、角野（耐震・大規模改修）） 

    中学校１校（南） 

 (３)事務費 ４００千円 

   ５ 財源内訳 

(１) 国  （1/2）  104,059千円（安全・安心な学校づくり交付金） 

(２) 市債 75％    265,000千円（義務教育施設整備事業債（交付税算入率50％）） 

(３) 一財       89,217千円 
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◎特別支援教育の充実 

(施)小・中学校特別支援教育充実費（教育委員会事務局 発達支援課） 

６９，５５１千円（66,531千円） 

   １ 事業目的 

障害や発達課題のある児童・生徒の個々の教育的ニーズに柔軟に対応し、地元の小・

中学校において教育を受ける機会を確保し、適切な指導、支援を行う。また、LD、ADHD、

高機能自閉症等の発達障害のある児童に対して、教育支援等を行う学校支援員を配置し、

特別支援教育の充実を図る。 

  ２ 事業年度 

      平成１４年度～ 

  ３ ２３年度の事業内容 

    (１)報酬等 ６９，００２千円 

①自閉症・情緒障害及び肢体不自由特別支援学級において、障害等のある子どもたち

への学習支援に従事する指導員の報酬等（４名） 

②安全確保や学級運営に困難がある場合に、必要な介助を行う、生活介助員の報酬等

（５０名） 

③LD、ADHD、高機能自閉症等の児童に対する指導、支援を行う学校支援員の報酬等（９

名） 

      ④指導員・生活介助員旅費等 

    (２)負担金補助及び交付金 ５４９千円 

       通学区域外の自閉症・情緒障害児学級に通学する児童生徒の通学交通費一部補助 

 

(施)幼稚園特別支援教育充実費（教育委員会事務局 発達支援課） 

６，９２７千円（7,964千円） 

   １ 事業目的 

障害や発達課題のある幼児が在園する市立幼稚園において、生活や学習上の困難を有

する園児に対し、生活上の介助や学習指導上の支援等を行うために生活介助員を配置し、

生活支援と園の生活へのよりよい適応を図る。また、心身に障害を有する幼児が在園す

る私立幼稚園が実施する特別支援教育に要する経費の一部に対して特別支援教育事業補

助金を交付し、市内の私立幼稚園における特別支援教育の振興と就園機会の促進を図る。 

  ２ 事業年度 

      平成１９年度～ 

  ３ ２３年度の事業内容 

    (１)報酬  １，５２７千円 

安全確保や学級運営に困難がある場合に、必要な介助等を行う生活介助員報酬（２

名） 

(２)負担金補助及び交付金 ５，４００千円 

       私立幼稚園特別支援教育事業費補助金 障害児１名につき月額３０，０００円 
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(施)発達支援教育充実費（教育委員会事務局 発達支援課）（拡充） 

１９，１５５千円（3,473千円） 

   １ 事業目的 

巡回相談による早期発見、その後の療育専門家による発達検査、個別療育指導、早期

療育通園事業、理学療法士や心理相談員による就学相談の強化を図り、障害や発達課題

のある子どもたちが、家庭や地域の人たちと一緒に、より豊かに、自尊心をもって、自

立した生活ができることを目指し、幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校と連携

を強化しながら、幼児期、学齢期における早期発見、早期療育支援体制の整備充実と研

修等による地域理解の促進と人材育成を進める。 

  ２ 事業年度 

      平成２１年度～ 

   ３ 事業概要 

①発達支援教育研修事業（４９９千円） 

職員研修、ダウン症児支援の講演会 

②発達支援相談事業（２，７８４千円） 

  巡回相談、発達検査、就学相談等 

③就労支援事業（３９千円） 

        就労支援に向けての調査研究 

④地域療育推進事業（１５，８３３千円） 

  早期療育通園事業（育ちの教室、ことばの教室）、ソーシャルスキル支援事業 

  ４ ２３年度の事業内容 

(１) 報酬等     １４，１９２千円 

 早期療育指導員報酬（６人）等 

(２) 報償費       ３，０６４千円 

相談事業（巡回、早期教育、就学）謝金等 

(３) 旅費等       １，２１５千円 

研修会講師旅費、就労移行調査研究旅費等 

(４) 委託料           １５６千円 

 早期教育相談療育指導委託料 

(５) 消耗品・保険料等 ５２８千円 

   ５ 財源内訳 

(１) 県（1/2） 2,289千円（新ふるさとづくり総合支援事業費補助金） 

(２) 一財   16,866千円 
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◎芸術文化の振興 

(単)市民文化センター改修事業（教育委員会事務局  体育文化課）（新規） 

                  ※平成２３年度から、「スポーツ文化課」に課名変更 

５８，８６４千円 

   １ 事業目的 

昭和３７年建設の市民文化センター大ホールの改修を行うことにより、快適な利用環

境を整え、利用者の増加を図る。 

  ２ 事業年度 

      平成２３年度～ 

  ３ 事業の概要 

(１) 工事費 ５８，８６４千円 

       既設楽屋改修（132.5㎡）、楽屋増築（約150㎡）、来場者用トイレ洋式化改修、 

支障物件移設等 

   ４ 財源内訳 

     （１）繰入金 58,864千円（公共施設整備基金繰入金） 

 

(施)郷土美術館充実費（教育委員会事務局 体育文化課）（拡充） 

                   ※平成２３年度から、「スポーツ文化課」に課名変更 

８，５５６千円（2,600千円） 

１ 事業目的 

中央の優れた芸術文化を紹介する特別企画展、地域作家を紹介する企画展や文化教室、

自然漫歩を開催するとともに、老朽箇所の補修や展示に必要な設備の補充を行い、博物

館機能の充実と文化の振興を図る。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度 

   ３ ２２年度の事業内容 

    (１)委託料       ５，３４０千円 

       特別企画展 平山郁夫展（仮称） 

    (２)報償費等     ２，０４５千円 

       講師等謝礼金、特別企画展ポスター等印刷外 

   (３)施設修繕料等 １，１７１千円 

      老朽箇所修繕、美術品火災保険料、専門図書購入外 

   ４ 財源内訳 

(１) 使用料 3,600千円 

(２) 諸収入  900千円 

(３) 一財  4,056千円 
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(施)総合文化施設建設推進費（企画部 駅周辺整備室）（拡充） 

            ※平成２３年度から、「総合文化施設準備室」に室名変更 

２，３９５千円 

   １ 事業目的 

総合文化施設の建設に向け、平成２２年度に依頼したスーパーアドバイザーの招聘を

行うとともに、新居浜ゆかりの美術品の収集計画等を策定するため、収集・評価委員会

を設置、開催する。 

  ２ 事業年度 

      平成２３年度～ 

  ３ 事業の概要 

      スーパーアドバイザー５名（桂文福、鴻上尚史、高見知佳、松久勝利、水樹奈々）の

招聘に要する経費 

収集評価委員会の開催に要する経費 

      ・新居浜ゆかりの美術の収集方針確立 

  

 

 

(公)総合文化施設建設事業（企画部 駅周辺整備室）（新市建設計画） 

※平成２３年度から、「総合文化施設準備室」に室名変更 

                                             １９４，６００千円 

 

   １ 事業目的 

新居浜駅周辺地区整備計画において、核施設となる総合文化施設（仮称）あかがねミ

ュージアムの建設。 

  ２ 事業年度 

      平成２２年度～ 

  ３ 事業の概要 

合併特例債の期限である平成２５年度末までに施設を完成させるため、施設建設のた

めの基本設計・実施設計実施する。 

４ ２３年度の事業内容 

     美術館・小劇場・太鼓台ミュージアム・産業遺産インフォメーションなど多様な機能

を有する総合文化施設（仮称：あかがねミュージアム）の建設に係る基本設計・実施設

計委託業務ほか 

基本設計・実施設計委託料  １８９，０００千円 

      事務費等一式          ５，６００千円 

   ５ 財源内訳 

     （１）国 40％     75,600千円（社会資本整備総合交付金） 

     （２）市債 95％    113,000千円（合併特例債（交付税算入率70％）） 

（３）一財        6,000千円 
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（施）笑顔輝くプロジェクト推進費（企画部 総合政策課）（新規） 

２，８５７千円 

   １ 事業目的 

新居浜市第五次長期総合計画における将来都市像「あかがねのまち、笑顔輝く」を実

現していくため、地域に人と人をつなぐ「笑い」を生み出し、「笑顔」あふれる街づくり

を目指し、高校生によるお笑いパフォーマンスのコンテストを実施する。 

あわせて、時代を担う高校生には、笑いを引き出す経験を通じ、優れたコミュニケー

ション能力と豊かな人間関係を築く能力を養い、生きる力を身につけてもらう。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度 

   ３ 事業概要 

中四国の高校生（3名以内のグループ）によるお笑い（漫才、コント、落語など）の

パフォーマンス事業を実施する。 

      ＤＶＤによる予備審査を経て、上位10グループによる本選会を実施し、優秀グループ

を顕彰する。 

   ４ ２３年度の事業内容 

      本選会  開催日  平成２３年８月２８日（日） 

           場 所  新居浜市市民文化センター大ホール 

           賞金賞品 優勝、準優勝、３位までに賞金とトロフィー、参加賞 

   ５ 財源内訳 

(１) 県 （1/2）  1,428千円（新ふるさとづくり総合支援事業費補助金） 

(２) 一財      1,429千円 

 

◎近代化産業遺産の保存・活用の充実 

(単)広瀬歴史記念館（旧広瀬邸）整備事業（教育委員会事務局  体育文化課） 

※平成２３年度から、「スポーツ文化課」に名称変更 

４０，０００千円（54,072千円） 

１ 事業目的 

旧広瀬邸内の馨原文庫（煉瓦書庫）、靖献堂（持仏堂）、新座敷からこれらに接続する

渡り廊下、及び茶室指月庵を整備し、内部公開スペースを拡大する。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度        

   ３ ２３年度の事業内容 

(１) 工事費 ３５，９４７千円 

(２) 委託料 ４，０５３千円 

 工事、施工管理委託料 

   ４ 財源内訳 

（１）国庫支出金 （5.5/10） 22,000千円（社会資本整備総合交付金） 

（２）繰入金          1,800千円（あかがね基金繰入金） 

（３）市債 90％        16,200千円（地域活性化事業債（交付税算入率30％）） 

 

 



 

フィールド５ 教育文化 

～市民の力が育まれ、次世代へ継承される社会の実現～ 

 

 46 

(施)近代化産業遺産まちづくり推進費（企画部 別子銅山文化遺産課）（拡充） 

                               １３，２０６千円 

１ 事業目的 

市内に数多く残る別子銅山近代化産業遺産をまちづくりに活かすことを目的に、それ

ら貴重な産業遺産の価値を多くの人に認識してもらうため情報発信を行うとともに近代

化産業遺産の保存活用を図る。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度 

   ３ 事業概要 

別子銅山産業遺産を後世に継承すると共に、情報発信を行い、近代化産業遺産まちづ

くりを推進する。 

   ４ ２３年度の事業内容 

     ◇近代化産業遺産情報発信事業 １１，０３５千円 

（１）環境自治体会議特別セッションの開催   

          日 時  平成２３年５月２５日（水）１８時～ 

（環境自治体会議初日） 

          場 所  新居浜市民文化センター中ホール 

          主 題  「別子銅山から学ぶ環境と産業の調和」 

      （２）別子銅山エッセイ募集  

別子銅山に関するエッセイの募集を行う。その後、平成２４年度に募集を

締め切り、審査、優秀作品の発表を行う。 

      （３）別子銅山記憶の継承事業  

別子銅山に関わった方々からの記憶に残ることを語ってもらい、記録して

いくと共に、既存資料をホームページへアップロードする。また合わせて、

産業遺産のライトアップを行い、魅力ある別子銅山産業遺産を知ってもらう。 

（４）別子銅山近代化産業遺産総合整備計画作成 3,600千円 

 別子銅山産業遺産の保存活用に関する基本計画であるが、平成１３年度に

策定された活用モデルから既に実現されたものも多くなり、また社会状況の

変化もあり、新たな現状を踏まえた整備計画を作成する。 

◇近代化産業遺産保存活用事業 ２，１７１千円 

       山田社宅、旧端出場水力発電所管理業務等  

   ５ 財源内訳 

    (１)県 （1/2）   5,067千円（新ふるさとづくり総合支援事業費補助金） 

(２)諸収入 （定額）  900千円（自治総合センター助成金） 

 (３)一財      7,239千円 
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(単)近代化産業遺産整備事業（企画部 別子銅山文化遺産課） （拡充） 

 ９，０００千円（56,489千円） 

 

１ 事業目的 

新居浜市発展の歴史の証人ともいえる、新居浜市固有の貴重な別子銅山近代化産業遺

産について、その価値を広く正しく認識してもらうため文化財登録を進めており、それ

ら文化財の調査、整備を実施する。 

   ２ 事業年度 

      平成２３年度～ 

   ３ 事業概要 

住友共同電力から寄贈を受けた「旧端出場水力発電所」の保存活用を図る。 

   ４ ２３年度の事業内容 

      旧端出場水力発電所建物及び設備調査委託 7,000千円 

文化財的な価値を測るため建物本体及び発電機等設備の調査を行う。 

      旧端出場水力発電所法面実施設計委託 2,000千円 

県道側法面石積の崩落が判明したため、修復のための実施設計を行う。 

   ５ 財源内訳 

    (１)繰入金   7,200千円 （あかがね基金繰入金） 

(２)市債 90％ 1,800千円 （地域活性化事業債（交付税算入率30％）） 

  

  


